
　春と夏は海や森へと野外に出かけましたが、秋から冬は室内活動が増えます。
　体育館遊びや、近頃はボードゲームも人気。プログラム決めなどの話し合いをすることも多い
ですが、一人ひとり集中できる作品づくりも欠かせません。普段身体を動かしているときとは
打って変わって、静かに、そして真剣なまなざしで取り組む子どもたちです。

　10月、低学年プログラムでリースづくりを行いま
した。土台にサルナシのつるを使い、ヒバの葉をのせ、
その上に、これまで拾い集めた貝殻や木の実をつけて
いきます。すっかり道具の扱いにも慣れて、とても手
際が良いです。
　自分のひらめきやイメージが形になっていくこと
に、「面白い」「楽しい」を感じられる時間になったら良
いなと思います。

　11月、高学年プログラムはグルーガンでバードセ
イバーづくり。バードセイバーとは、野鳥が誤って窓
ガラスなどへ衝突する「バードストライク」を防ぐた
めに貼るステッカーのことです。
　高学年は、どのような完成形にするか、じっくり考
えながら作っている姿が印象的でした。いろいろなや
り方を試し、仕上げた後に自分が工夫したところをよ
く話してくれます。できあがりを眺め、満足そうにし
ていました。
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自分の作品をつくること

つくることが楽しくなる

達成感をあじわって

活動の様子はホウカ GO ！の SNS で随時ご報告
しています。ぜひご覧ください。
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